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※2：日本の児童精神科医は約100名であり、人口比ではフィンランド（フィ
ンランドの人口は約500万人）の約40分の 1である。
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活動報告

5月24日
愛知県臨床心理士会自主シンポジウム
「軽度発達障害への支援
－乳幼児健診から特別支援教育へ―」
シンポジスト
 永田　雅子　（発達心理精神科学教育研究センター）
 野邑　健二　（発達心理精神科学教育研究センター）
 平田　紀子　（岐阜大学教育学部）
 繁昌　成明　（心理療育研究所トマニ教室）
場所：愛知淑徳大学長久手キャンパス

6月8日　
公開講演
「フィンランドの子どもと教育システム
‐PISA の結果を含めて‐」
講師： Soili Keskinen (Turku University,Finland)
場所 ：名古屋大学教育学部第3講義室

７月17日
東海・北陸地区学生指導研修会
「悩みを抱えた学生にどのように対応すればよいか」
講師：  杉村和美（発達心理精神科学教育研究センター・学生相談

総合センター）
場所：愛知県勤労会館

8月7日 
知多市特別支援教育部会夏季研修会 
「発達障害児の学習の問題への支援」 
講師： 畠垣　智恵 （発達心理精神科学教育研究センター）
 小倉　正義 （発達心理精神科学教育研究センター）　　　
場所：知多市民体育館

10月15日
研修会
「学生支援に関わる教職員研修会」（日本学生支援機構東
海北陸支部・あいち学生支援コンソーシアム共催）
講師： 内野悌司（広島大学）
  杉村和美（発達心理精神科学教育研究センター・学生相談

総合センター）
場所：ウィルあいち

12月12日　
研修会
「子どものこころの専門医療従事者養成研修会
－発達障害児の二次障害にどう関わるか？－」 
講師： 吉川徹（名古屋大学医学部附属病院親と子どもの心療部）
 小栗正幸（特別支援ネット）
場所：名古屋大学教育学部　大講義室

12月20日　
周産期心理臨床セミナー
「周産期心理臨床へのいざない」　　　　
講師： 永田雅子（発達心理精神科学教育研究センター）
 側島　久典（埼玉医科大学総合医療センター 教授）
場所：名古屋第一赤十字病院

2009年度　研修会・講演など（センター主催・共催分）

2010年度　研修会・講演などの予定
（センター主催・共催　決定分のみ）

6月6日（日）　
第25回ハイリスク児フォローアップ研究会
「長期的な支援と多職種の連携」
場所：名古屋大学附属病院講堂

12月4日（土）
第20回日本乳幼児医学心理学会
場所：野依記念学術交流館

 Julia Huemer
 　ウィーン大学医学部 児童青年精神科研究員
 　分野：児童精神医学
 　研究テーマ：児童期精神障害
 　　　　　　　摂食障害
 　　　　　　　難民児童の精神的外傷　など
 　受入期間：平成22年6月21日～9月20日

2010年度 客員准教授Calendar 来年度予定

名古屋大学発達心理精神科学教育研究センターニュース
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軽度発達障害分野における
治療教育的支援事業
本事業は、軽度発達障害を持つ子どもへのより良い支援のあり方を検討するために、文
部科学省の特別教育研究経費により、平成19年度から5年間の期限で行われている事業
です。

大きな発達の遅れがないのに、「落ち着きがない」「集中力がない」「人とうまくつきあえない」「集団行
動を取るのが苦手」「がんばっているのに勉強が出来ない」といったような発達の偏りが見られる障害で
す。高機能自閉症やアスペルガー症候群、注意欠陥多動性障害 (ADHD)、学習障害などが含まれます。
目立った発達の遅れがないために、以前は、親御さんの育て方や本人のやる気のなさから来る問題で
あると誤解されることも多く見られました。子どもの6－7％程度に軽度発達障害の疑いが認められ
るとの報告もあります。
本事業では、こうした子どもたちに対して、早期に発見し、特性に合わせた支援を行うために必要な
支援方法やシステムを検討しています。

軽
度
発
達
障
害
？

?

　我が国の幼児への健診は、3 - 4ヶ月、1歳半、3歳という年齢で行われています。
しかし、3歳を過ぎてから問題が明らかとなる場合も多い発達障害児の発見と支
援は、この時期だけの健診では不十分です。学校に入ってから困らないために
も、幼児期のうちに支援を開始する必要があります。そのために、本事業では、
これまでの3歳児健診、就学時健診の間に、5歳児（年中児）を対象にした健診を
実施しています（愛知県蟹江町にてモデル試行）。早期に発見して支援をするこ
とで、学校に入ってからの不適応を予防できると考えています。

幼児期の早期発見と支援１

就学時健診

5歳児健診 就学前に早期に発見
　　　

　　　　　　　　　
発達相談
療育（本人へのグループ療育と保護者のグループ活動を行う)

　　　　　　　　　　　　
就学後の特別支援教育へのスムーズな移行

事業内容

事業紹介

3歳児健診

と
は
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　平成19年に特別支援教育が開始され、発達障害を持つ子どもたちへの支援に力
が入れられています。しかし、発達障害児の特性を考慮して支援が行われるため
には、多職種が連携して行う必要があります。
そこで、ひとつの小学校の中に「特別支援相談室」を設置し、発達障害児への支
援の経験を持つ臨床心理士と児童精神科医が、学校の行う特別支援教育に対し
て、専門的視点から支援を行います（愛知県知多市にてモデル試行）。
　　

全体的に知的能力の遅れがないにも関わらず、特定の部分の学習能力に極端な苦
手さがあり、特別な配慮や具体的な支援が必要とされる学習障害児への支援方法
について研究しています。

１、学習障害児のスクリーニング調査
　　 …学習障害児を早期に発見して、支援につなげるためのスクリーニング方法

の開発を行っています。
２、学習障害児の治療教育のための教材開発
　　 …文字や言葉の習得、数の概念や計算の理解を助けるための教材を作成して

います。
３、個別の学習支援
 　　 …作成した教材を用いて、学習障害のある児童に個別で学習支援を行い、そ

の効果を検討しています。

特別支援教育への専門的支援

学習障害児への支援

2

3

保護者に対する発達相談
保護者からの相談を受けつけ、必要に応じて、児童の発達検査を行ったり、授業
の様子を観察します。

子どもに対する学習支援
専門的な見地から、学習障害のある児童への学習支援を行っています。

教員に対するコンサルテーション
学校を訪問して、授業観察や担任教員との面談を行っています。

いろいろな側面から子どもの発達を評価して、
保護者および教師に助言を行っています。

名古屋大学発達心理精神科学教育研究センターニュース
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名古屋大学発達心理精神科学
教育研究センターニュース

NO.1 （創刊号）・2009年度

●編集後記                                　

　名古屋大学発達心理精神科学教育研究センターは、平成13 年に創設されまし
た。乳幼児期から児童期、思春期、青年期を主たる対象として、その「こころの健
康」の維持 ･増進に寄与するべく、こころの問題をめぐる研究に取り組むことを使
命としています。研究活動を進めると同時に、臨床的支援の実践、そのための臨床
家の育成といった役割も担っています。
　こうしたセンターのさまざまな活動とその成果を、名古屋大学構成員の皆様に知
っていただき、ご意見ご協力を賜りたいと考え、ニュースレターを年１回定期的に
刊行することにいたしました。「こころ」の問題の解明や支援のさらなる展開に向
けた研究実践を進めていきたいと考えております。今後ともよろしくお願い申し
上げます。

発達心理精神科学教育研究センター長　　森田  美弥子

森田美弥子
　センター長　教授・ 臨床心理学
 研究テーマ： ロールシャッハ法
　  カウンセリング来談動機
 　 心理臨床家の養成教育

■母子関係援助分野
 永田雅子
 　准教授・発達臨床心理学
 　研究テーマ： 周産期の母子臨床
 　  発達障害の臨床
 　  乳幼児精神保健

 金子一史
 　准教授・発達臨床学，臨床心理学
 　研究テーマ： 産後うつ病および産後愛着障害への介入
 　   近赤外線分光法を用いた母親と乳児の相

互作用の検討
 　   児童期のメンタルヘルスに関する日本と

フィンランドとの国際比較研究

■児童精神医学分野
 本城秀次
 　教授・児童精神医学
 　研究テーマ： 児童青年期の精神的問題
 　  乳幼児精神医学
 　  発達精神病理学

 松本真理子
 　教授・臨床心理学
 　研究テーマ： 子どものメンタルヘルス支援
 　  子どもの心理アセスメント
 　  学校臨床心理学

■学校カウンセリング分野
 鶴田和美
 　教授・臨床心理学
 　研究テーマ： 大学生への心理的援助

 杉村和美
 　准教授・発達心理学，臨床心理学
 　研究テーマ： アイデンティティの発達

■軽度発達障害分野における治療教育的支援事業
 野邑健二
 　特任准教授・児童精神医学
 　研究テーマ： 発達障害の臨床
 　  乳幼児の発達支援
   発達障害児の家族のメンタルヘルス

KOKORO

スタッフ紹介

名古屋大学発達心理精神科学教育研究センターニュース


